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試験概要

微量のSO2やNO2を含有する高温高圧CO2下で、CCS環境を模擬した腐食試験を実施いたします。

微量ガス注入装置を使ったオートクレーブ試験

Cat.No 3E6J-098-00-260519

CCS（Carbon dioxide Capture and Storage：CO2回収・貯留）で地層に圧入されるCO2ガスにはSOxやNOxといった不純物
成分が含まれます。そのため、CO2ガスの輸送や圧入に関わるパイプや装置に用いられる材料の耐食性に及ぼす不純物
成分の影響を評価するニーズが高まっています。本試験では、SO2やNO2の注入量を精密に制御できる微量ガス注入装置
を使用して、CCS環境下の材料の耐食性を評価できます。

オートクレーブ試験機と微量ガス注入装置

試験環境調整の流れ

● オートクレーブ試験機

・ 圧力： ～70 MPa
・ 温度： ～250 ℃
・ 容器サイズ：φ160×490 mmH、約9.8 L
・ ガス： ベースガス CO2

● 微量ガス注入装置

・ シリンダー容積（最大注入量） ： 1 L（常温・常圧） 
・ 注入ガス： SO2、NO2、O2

・ 注入ガス量： 1 mL単位で注入可
（注入量はガス種により制限があります。ご相談ください。）

試験機仕様と試験結果

オートクレーブ容器内の溶液を
ベースガス(CO2)で飽和

所定量の注入ガス(SO2、NO2、O2)を
シリンダーに導入

シリンダーからオートクレーブ容器に
ガスを注入

ベースガス(CO2)の追加＋昇温で
狙いの圧力・温度に調整
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試験結果例

・ 重量減少速度（腐食速度）はガス組成により大きく変化します。


